
　
一
般
社
団
法
人
大
阪
文
具
工

業
連
盟
（
西
村
貞
一
理
事
長
）、

大
阪
文
具
事
務
用
品
協
同
組
合

（
金
澤
利
治
理
事
長
）、
一
般
財

団
法
人
大
阪
文
紙
会
館
（
志
方

弘
嗣
理
事
長
）、
大
阪
文
紙
事

務
器
卸
協
同
組
合
（
松
本
圭
司

理
事
長
）、
大
阪
紙
製
品
工
業

会
（
黒
田
章
裕
会
長
、
当
番
団

体
）
の
５
団
体
が
主
催
す
る
、

大
阪
文
具
紙
製
品
業
界
が
一
堂

に
集
う
新
春
恒
例
の
「
令
和
８

年
大
阪
文
具
紙
製
品
業
界
新
年

祝
賀
会
」
が
、
１
月
５
日
午
後

４
時
半
か
ら
大
阪
市
北
区
の
ヒ

ル
ト
ン
大
阪
５
階
桜
の
間
で
１

５
４
人
が
出
席
し
て
開
催
、
思

い
を
新
た
に
業
界
の
発
展
を
誓

い
合
っ
た
。

　
新
年
祝
賀
会
は
当
番
団
体
の

大
紙
工
・
富
田
浩
崇
理
事
の
司

会
で
始
め
、
国
家
斉
唱
の
後
、

各
団
体
代
表
を
壇
上
に
紹
介
、

代
表
し
て
大
紙
工
・
黒
田
会
長

が
「
業
界
の
皆
さ
ん
と
会
し
、

明
る
い
笑
顔
で
新
年
の
挨
拶
を

交
わ
し
た
。
不
断
の
努
力
の
積

み
重
ね
が
明
る
い
笑
顔
に
結
び

つ
い
た
と
思
う
。
た
だ
、経
済
、

政
情
も
不
安
定
で
、
こ
れ
ま
で

以
上
に
先
が
読
み
に
く
い
経
営

環
境
に
あ
る
。
今
ま
で
の
５
年

～
10
年
と
は
違
う
大
き
な
変
化

が
起
き
て
お
り
、
昨
今
の
経
営

環
境
は
不
断
の
努
力
に
加
え

て
、
新
し
い
チ
ャ
レ
ン
ジ
に
取

り
組
む
こ
と
が
変
化
を
チ
ャ
ン

ス
に
変
え
る
。
直
接
顔
を
合
わ

す
中
で
、
挨
拶
を
交
わ
し
、
今

後
の
方
向
性
や
新
た
な
ビ
ジ
ネ

ス
チ
ャ
ン
ス
の
ヒ
ン
ト
を
探
っ

て
ほ
し
い
。
丙
午
は
変
化
を
も

た
ら
す
年
と
い
わ
れ
、
新
し
い

こ
と
に
挑
戦
す
る
こ
と
で
、
今

後
も
成
長
す
る
業
界
と
し
て
い

き
た
い
」
と
挨
拶
。

　
大
阪
府
、
大
阪
市
の
来
賓
祝

辞
（
代
読
）
に
続
い
て
、
令
和

７
年
春
の
黄
綬
褒
章
受
章
の
フ

ジ
ッ
ク
ス
株
式
会
社
社
長
・
白

石
元
宏
氏
、
令
和
７
年
秋
の
黄

綬
褒
章
受
章
の
ラ
ビ
ッ
ト
株
式

会
社
会
長
・
林
眞
一
郎
氏
を
壇

上
に
紹
介
、
所
属
団
体
長
か
ら

お
祝
い
品
目
録
を
贈
呈
し
た
。

　
受
章
者
を
代
表
し
て
、
白
石

氏
が
「
先
代
社
長
の
父
が
49
歳

で
早
逝
し
た
時
、
私
は
19
歳
、

大
学
の
２
回
生
だ
っ
た
。
大
学

を
辞
め
て
働
こ
う
と
腹
を
く

く
っ
た
が
、
周
囲
の
計
ら
い
で

無
事
に
大
学
を
卒
業
し
、
フ

ジ
ッ
ク
ス
に
入
社
、
営
業
、
業

務
、
総
務
な
ど
様
々
な
部
署
を

経
験
、24
歳
で
社
長
に
就
い
た
。

社
会
人
と
し
て
ま
だ
ま
だ
未
熟

と
感
じ
、
青
年
会
議
所
や
合
理

化
協
会
な
ど
に
も
入
会
し
、
そ

の
中
で
封
筒
業
界
の
先
輩
か
ら

勧
め
ら
れ
、
大
阪
紙
製
品
工
業

　
文
紙
Ｍ
Ｅ
Ｓ
Ｓ
Ｅ
協
議
会

（
西
村
貞
一
、
黒
田
章
裕
代
表

幹
事
）
は
、
８
月
４
、
５
日
に

マ
イ
ド
ー
ム
お
お
さ
か
で
開
催

す
る
「
文
紙
Ｍ
Ｅ
Ｓ
Ｓ
Ｅ
２
０

２
６
」
に
一
般
社
団
法
人
東
京

文
具
工
業
連
盟
（
長
谷
川
豊
会

長
）
が
共
催
団
体
と
し
て
、
ま

た
、
一
般
社
団
法
人
全
日
本
文

具
協
会
（
石
川
真
一
会
長
）
が

後
援
団
体
と
し
て
そ
れ
ぞ
れ
加

わ
っ
た
こ
と
を
発
表
し
た
。

　
２
０
２
６
は
ビ
ジ
ネ
ス
促
進

の
取
り
組
み
と
し
て
商
談
専
用

ブ
ー
ス
の
設
営
（
２
～
３
階
フ

ロ
ア
）
や
、
東
京
文
具
工
業
連

盟
加
盟
企
業
の
新
規
出
展
や
既

存
小
間
の
補
充
に
よ
り
、
よ
り

賑
や
か
で
魅
力
的
な
イ
ベ
ン
ト

の
実
現
を
目
指
す
。

　
執
行
部
で
は
、
実
行
委
員
会

に
新
た
に
７
人
の
増
員
を
図
っ

た
。

  

【
文
紙
Ｍ
Ｅ
Ｓ
Ｓ
Ｅ
２
０
２

６
開
催
概
要
】

 

　
主
催
＝
文
紙
Ｍ
Ｅ
Ｓ
Ｓ
Ｅ

協
議
会
（
一
般
社
団
法
人
大
阪

文
具
工
業
連
盟
・
大
阪
紙
製
品

工
業
会
・
中
部
文
具
工
業
協
同

組
合
・
一
般
社
団
法
人
東
京
文

具
工
業
連
盟
）

　
会
期
＝
８
月
４
、
５
日
マ
イ

ド
ー
ム
お
お
さ
か
１
階
・
２
階
・

３
階
展
示
場
（
Ｗ
Ｅ
Ｂ
開
催
は

７
月
１
日
～
８
月
31
日
、
文
紙

Ｍ
Ｅ
Ｓ
Ｓ
Ｅ
２
０
２
６
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
上
で
）

　
出
展
小
間
＝
目
標
２
０
０
小

間（
前
年
度
実
績
１
７
２
小
間
）

　
併
催
イ
ベ
ン
ト
＝
日
本
文
紙

Ｍ
Ｅ
Ｓ
Ｓ
Ｅ
大
賞
、
シ
ョ
ッ

ピ
ン
グ
ゾ
ー
ン
、
ス
タ
ン
プ

ラ
リ
ー
、
企
業
Ｐ
Ｒ
ブ
ー
ス 

、

大
阪
市
消
防
局
、
大
阪
市
立
図

書
館
と
の
コ
ラ
ボ
イ
ベ
ン
ト
。

会
に
入
会
。
故
・
黒
田
暲
之
助

氏
と
の
面
談
で
緊
張
の
あ
ま
り

冷
や
汗
を
か
い
た
こ
と
を
思
い

出
す
。
定
例
会
は
皆
勤
、
ゴ
ル

フ
、
食
事
会
で
は
経
営
の
話
だ

け
で
な
く
、
趣
味
の
話
や
生
活

の
話
を
伺
い
、
経
営
者
と
し
て

糧
に
な
っ
て
い
る
。
業
界
の
お

陰
で
受
章
で
き
た
も
の
と
深
く

感
謝
申
し
上
げ
る
。
母
も
早
逝

し
て
お
り
、
両
親
の
墓
前
に
受

章
の
報
告
を
行
い
、
親
孝
行
が

で
き
た
と
思
う
。
今
後
と
も
精

進
し
て
業
界
発
展
に
尽
力
し
た

い
」
と
謝
辞
を
述
べ
た
。

　
大
紙
工
・
西
川
雅
夫
副
会
長

が
「
２
０
２
６
年
は
60
年
に
一

度
巡
っ
て
く
る
丙
午
。『
人
間

万
事
塞
翁
が
馬
』『
や
っ
て
み

な
は
れ
精
神
』
で
新
し
い
こ
と

に
思
い
切
り
チ
ャ
レ
ン
ジ
を
し

て
い
き
た
い
。
大
阪
・
関
西
万

博
は
大
阪
・
関
西
経
済
に
大
き

な
活
力
を
も
た
ら
し
た
が
、
本

年
も
引
き
続
き
、
身
を
引
き
締

め
て
大
阪
の
底
力
を
発
揮
し
て

い
き
た
い
」
と
乾
杯
の
挨
拶
で

祝
宴
に
入
り
、
新
年
を
祝
っ
て

賑
や
か
に
歓
談
し
た
。

　
最
後
に
、
大
紙
工
・
志
方
弘

嗣
副
会
長
が
「
大
阪
業
界
は
企

業
規
模
や
肩
書
に
か
か
わ
ら
ず

分
け
隔
て
な
く
交
流
が
あ
る
。

変
革
の
年
に
、
一
致
団
結
し
て

乗
り
切
っ
て
い
き
た
い
」
と
、

一
本
締
め
で
閉
会
し
た
。

　【
ビ
ュ
ー
ロ
ウ
発
】
令
和
８

年
東
京
文
具
紙
製
品
業
界
「
新

年
賀
詞
交
歓
会
」
は
、
１
月
５

日
午
後
６
時
か
ら
、
東
京
・
日

本
橋
蠣
殻
町
の
ロ
イ
ヤ
ル
パ
ー

ク
ホ
テ
ル
で
開
催
さ
れ
、
３
４

２
人
が
集
い
新
春
を
寿
い
だ
。

　
賀
詞
交
歓
会
は
、
東
京
都
文

具
事
務
用
品
商
業
組
合
（
大
塚

和
男
理
事
長
）、
東
京
文
紙
事

務
器
卸
協
同
組
合
（
原
田
和
樹

理
事
長
）、
協
同
組
合
東
京
文

具
共
和
会
（
口
分
田
尚
志
理
事

長
）、
一
般
社
団
法
人
東
京
文

具
工
業
連
盟
（
長
谷
川
豊
会

長
）、
協
同
組
合
東
京
紙
製
品

工
業
連
盟（
渡
邉
一
弘
理
事
長
）

の
主
催
で
、
当
番
団
体
で
あ
る

都
文
商
・
大
山
副
理
事
長
の
司

会
で
は
じ
ま
り
、
登
壇
し
た
団

体
長
を
紹
介
し
た
あ
と
、
大
塚

理
事
長
が
「
新
年
明
け
ま
し
て

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
昨

年
は
情
報
技
術
の
進
化
に
よ

り
、
世
の
中
は
驚
く
べ
き
ス

ピ
ー
ド
で
変
化
し
た
。
女
性
初

の
首
相
誕
生
や
業
界
も
若
手
経

営
者
が
登
場
し
て
き
た
。ま
た
、

Ａ
Ｉ
の
進
化
は
目
覚
ま
し
く
、

フ
ェ
イ
ク
ニ
ュ
ー
ス
な
ど
も
蔓

延
し
た
。
し
か
し
、
人
手
不
足

に
悩
む
企
業
に
と
っ
て
は
大
い

に
役
に
立
っ
て
い
る
。
さ
て
、

今
年
は
丙
午
年
で
あ
る
。
丙
午

は
燃
え
盛
る
よ
う
な
情
熱
を
発

揮
す
る
年
で
、
女
性
の
活
躍
が

目
立
つ
。
国
家
間
の
紛
争
も
絶

え
な
い
が
、
業
界
は
一
致
団
結

し
て
、
ス
ピ
ー
ド
感
と
燃
え
盛

る
情
熱
を
も
っ
て
こ
の
１
年
臨

み
た
い
」
と
所
信
を
述
べ
、
乾

杯
の
労
を
取
っ
て
開
宴
し
た
。

　
１
時
間
に
わ
た
っ
て
新
春
を

祝
い
な
が
ら
、
な
ご
や
か
に
歓

談
し
、
お
互
い
に
今
年
の
発
展

を
誓
い
合
っ
た
あ
と
、都
文
商
・

宮
城
副
理
事
長
が
「
最
後
ま
で

残
っ
た
方
に
は
福
が
来
る
。
高

市
総
理
は
〝
働
い
て
、働
い
て
〟

と
５
回
い
っ
た
が
、
健
康
で
な

い
と
が
ん
ば
れ
な
い
の
で
、〝
健

　
協
同
組
合
大
阪
紙
文
具
流
通

セ
ン
タ
ー
経
営
労
務
委
員
会

（
寺
浦
浩
之
委
員
長
）
は
、
２

月
20
日
午
後
５
時
30
分
か
ら
組

合
会
館
２
階
ホ
ー
ル
で
新
春
経

済
講
演
会
を
開
催
す
る
。

　
講
師
に
村
田
晃
嗣
同
志
社
大

学
教
授
を
招
き
、「
複
雑
化
す

る
日
米
中
の
政
治
課
題
～
高
市

政
権
の
か
じ
取
り
を
考
え
る

～
」
を
テ
ー
マ
に
、
最
新
の
政

治
課
題
に
つ
い
て
講
演
す
る
。

康
、
健
康
〟
と
５
回
い
っ
て
が

ん
ば
り
た
い
」
と
挨
拶
し
て
お

開
き
と
な
っ
た
。

㊤
大
阪
業
界
５
団
体
の
団
体
長

と
㊦
謝
辞
を
述
べ
る
白
石
氏
と

林
夫
妻

当
番
団
体
長
と
し
て
挨
拶
す
る

大
紙
工
・
黒
田
章
裕
会
長

白石・林両氏を称える
大阪業界新年祝賀会

新しいことにチャレンジ

文紙ＭＥＳＳＥ

東
京
文
工
連
が
共
催

商
談
専
用
ブ
ー
ス
を
設
置

大
阪
流
通
セ
ン
タ
ー

新
春
経
済
講
演
会

ス
ピ
ー
ド
感
と
情
熱
で

東京業界

342
人
が
参
集
し
て
新
春
寿
ぐ

フジックス社長 ラビット会長

挨
拶
す
る
都
文
商
・
大
塚
理
事
長


